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轟　ぐ　鰈　麟　位．血理翻皿り曖輝き〓黒晋ヽ民

2  1

30  1

第
4条
第
1号

―
―
J
合
計

考
備■

２３４

第
2条

日「
 1/25g60/100 1

所
属
長
と
は
、
本
庁
に
あ
つ
て
は
課
長
、
癖
に
あ
つ
て
は
癖
長
を
い
う
。

直
接
監
督
者
と
は
、
本
庁
に
あ
つ
て
は
係
長
、
癖
に
あ
つ
て
は
癖
の
課
長
又
は
係
長
を
い
う
。

手
当
の
区
分
と
は
、
条
例
第
4条
各
号
の
区
分
を
い
う
。

所
属
長
は
、
必
要
に
応
じ
こ
の
様
式
に
所
要
の
事
項
を
加
え
又
は
縦
書
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

県
税
事
務
従
事
職
員
特
殊
FJJ務
実
績
簿

歯
|( 級
 円「
1薔

1解
新
口
1備
/  

考

|  | "



ぺ劉　小８ヽ終　　轟　ぐ　嗽　轟　虚、回型爛　ｍＯ駅守辟扇黒響

ｎ戯①ＯＯ

様
式
第
2

( 
  
月
分
)

博
染
病
防
疫
作
業
従
事
職
特
殊
勤
務
実
績
簿

所
属

部
課

手
当
の
区
分

1徒 事 者
TI 備

11

2 
1

311

例
第
6条
第
1号

甲
11日
に
つ
き
48円

円

第
2号

日
|ク

36円
円
1合
計

第
3号

日
|ク

24円

備
考

1234

所
属
長
と
は
、
本
庁
に
あ
つ
て
は
課
長
、
癖
に
あ
つ
て
は
癖
長
を
い
う
。

直
接
監
督
者
と
は
、
本
庁
に
あ
つ
て
は
係
長
、
解
に
あ
つ
て
は
癖
の
課
長
又
は
係
長
を
い
う
。

手
当
の
区
分
と
は
、
条
例
第
6条
各
号
の
区
分
を
い
う
。

所
属
長
は
、
必
要
に
応
じ
こ
の
様
式
に
所
要
の
事
項
を
加
え
叉
は
縦
書
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

の鍼ゅ〇〇

様
式
第
3

土
地
区
画
整
理
従
事
職
員
特
殊
勤
務
実
績
簿

所
属

部
課

号
1氏

円
)1名

目
1燿
1鵬
薄
口
1薯 接‖

|

当

ら
従
事
暑
印

|

備
、

|
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Ｉ
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条
例
第
8条
第
1号

考所
属
長
と
は
、
本
庁
に
あ
つ
て
は
課
長
、
癖
に
あ
つ
て
は
解
長
を
い
う
。

直
接
監
督
者
と
は
、
本
庁
に
あ
つ
て
は
係
長
、
癖
に
あ
つ
て
は
癖
の
課
長
又
は
係
長
を
い
う
。

手
当
の
区
分
と
は
、
条
例
第
8条
各
号
の
区
分
を
い
う
。

所
属
長
は
、
必
要
に
応
じ
こ
の
様
式
に
所
要
の
事
項
を
加
え
叉
は
縦
書
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

|-1翌
∵
堂
登
二
竺

罵
器
=鋼

合
計

備１２３４



様
式
第
4

所
属

部
課

月
分
)

エ
ツ
タ
ス
線
業
務
従
事
職
員
特
殊
勤
務
実
績
簿

ヾ銀　小８ヽ終　騨　ぐ　嗽　群　虚、ｍ騨期

卜”④ＯＯ　　　．

ク
ス
線
取
扱
回
数

治
療
、
直
接
又
は
徒
事
者
印

燿

間
接
撮

職名

氏名

ｍｏ曖ヾ購認晨留

円一円

計
条
例
第
9条
第
2項
第
1号

回
11回
に
つ
き
2円

|

合
計

〃
     

第
2号

1円

備
 
考
                              

ヽ

1 
所
属
長
と
は
、
本
庁
に
あ
つ
て
は
課
長
、
麻
に
あ
つ
て
は
癖
長
を
い
う
。

2
 
直
接
監
督
者
と
は
、
本
青
1に
あ
つ
て
は
係
長
ゝ
癖
に
あ
つ
て
は
癖
の
課
長
叉
は
係
長
を
い
う
。

3
 
所
属
長
は
、
必
要
に
応
じ
こ
の
様
式
に
所
要
//D事
項
を
加
え
又
は
縦
書
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

円
支
給
額

デ
く澪
」

中ＯＲ銀終

””り〇〇

様
式
第
5

結
核
患
者
看
護
業
務
従
事
職
員
特
殊
勤
務
実
績
簿

所
属

部
課

氏名

職名

備
間

時
務

勤
F徒 事者

F口

|

轟ぐ嗽麟虚「饉騨鯛　　皿０駅
ヾ＃〓晨諄恥銀

一 一
一

―――十１１１
一
一
一

一
一
Ｔ
一 一

，

一
一

計
条
例
第
10条
第
2項

1日
に
つ
き
24円

|

規
則
第
3条

12円
円

備
考

1 
所
属
長
と
は
、
鳥
取
県
立
中
央
病
院
長
を
い
う
。

2 
直
接
監
督
者
と
は
、
鳥
取
県
立
中
央
病
院
め
主
任
看
護
婦
と
い
う
。

3 
所
属
長
は
、
必
要
に
応
じ
こ
の
様
沢
k所
要
の
事
項
を
加
え
、
叉
は
縦
書
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

:1合
計



氏　名

～――」

鵬織一

―一

績
簿

業
務
従
事
職
員
特
殊
勤
務
実

月

細
菌
瞼
査

手
 
当
 
の
°
区
 
分

従
事
者
印

様
式
第
6

ｏ∝　申８ヽ終　轟　≪　鰈　麟　虚、口図朝

０鍼り〇〇

ｍｏ曖ヾ＃“晨晋

|

1日
に
つ
き
36円

|

備
考
1234

条
例
第
11条
第
2項
第
1号

18円
|

第
2号

所
属
長
と
は
、
本
庁
に
あ
つ
て
は
課
長
、
癖
に
あ
つ
て
は
癖
長
を
い
う
o

直
接
監
督
者
と
は
、
未
庁
に
あ
う
て
は
係
長
、
癖
に
あ
つ
て
は
解
の
課
長
叉
は
係
号
を
い
う
。

手
当
の
区
分
と
は
、
条
例
第
11条
第
2項
各
号
の
区
分
を
い
う
。

所
属
長
は
、
必
要
に
応
じ
こ
の
様
式
に
所
要
の
事
項
を
加
え
、
又
は
縦
書
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

へご

」

オЪ

中８ミ熙　轟　ぐ　駄　麟′．虚．　饉騨翻　　鷹０駅守貯〓晨習　卜ａ
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‐

様
式
第
7燿
|1所
属
長
印
1零

'組

攣
舶
名
 1航
海
勤
務
場
所

|     |      | _____三
二
L_二
_二
_[_____襲
二

|     |      |      |   
・

|

条
例
第
15条
第
3項
箸
 
号
 |

条
例
第
15条
第
5項

日
1 1日
に
つ
き

合
計

備１　２　３　４

考所
属
長
と
は
、
本
庁
に
あ
つ
て
は
課
長
ゝ
解
に
あ
つ
て
は
解
長
を
い
う
。

航
海
手
当
の
区
分
と
は
、 ｀
条
例
第
15条
第
3項
各
号
の
区
分
と
い
う
。

漁
獲
手
当
支
給
額
と
は
、
条
例
第
15条
第
5項
の
規
定
に
よ
る
支
給
額
を
い
う
。   
‐

、所
属
長
は
必
要
に
応
じ
、
こ
の
様
式
に
所
要
の
事
項
を
加
え
、
又
は
縦
書
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



様
式
第
8

)       
´

教
育
職
員
特
殊
勤
務
(添
育
J)実
績
簿

所
 
属

学
校
名

職名

1 
進
 1学
校
長
印

従
デ
者
引

備
通

添

支
給
額

円
通
1件
に
つ
き
 20円

計
条
例
第
16条
第
3項

∞∝　申８Ｎ終　轟　ぐ　嗽　麟　虚、回騨ぐ

詞崎ゆ〇〇　　　　　　・

ｍＯ曖寸辟〓黒習

考
備　１
添
削
通
数
と
は
、
通
言

学
校
長
は
必
要
に
応
じ

l通
の
添
削
に
つ
き
1通
の
割
合
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
様
式
に
所
要
ク
)事
項
を
加
え
、
又
は
縦
書
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ヽメ」

、４一ル

づこ．

「こでイ

様
式
第
9

教
育
職
員
特
殊
勤
務
(面
接
指
導
乗
務
)実
績
簿

所
 
属

学
校
名

氏名

小８ミ繊

叙ｍりｏｏ

勤
務
の
区
分

条
例
第
16条
第
5項

時
間
1 1時
間
に
つ
き
  50円

第
顕
第
1号

時
間
| 
ク

50円

ク
 
第
2号

時
間
| 
ク

40円

勤
務
の
区
分
と
は
、
条
例
第
16条
第
5項
お
よ
び
,司
条
第
7項
各
号
の
区
分
を
い
う
。

学
校
長
は
必
要
に
応
じ
こ
の
様
式
に
所
要
の
事
項
を
加
え
、
又
は
縦
書
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

1 
燿
 1学
校
長
印
1 
面
接
長
は
乗
務
時
間

1獲
事者
印

|

備

轟　ぐ　駄　爵　虚．回騨期、　回ｏЩヾむ〓黒晋　ＯＮ

支
給
額

円

考
備　・ １　２
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発
電
所
建
設
作
業
従
事
職
員
特
殊
勤
務
実
績
簿

所
属

部
課

1暦

11躍
所
属
長
ニロ
1薯
接
監
晶

311

計
 1条
所
第
17条
第
2項
 |

考所
属
長
と
は
、
本
庁
に
あ
つ
て
は
課
長
、
癖
に
あ
つ
て
は
癖
長
を
い
う
。

直
接
監
督
者
と
は
、
本
庁
に
あ
つ
て
は
係
長
、
解
に
あ
つ
て
は
癖
の
課
長
又
は
係
長
を
い
う
。

作
業
の
区
分
は
規
則
第
9条
各
号
の
区
分
を
い
う
9        

｀

所
属
長
は
必
要
に
応
じ
、
と
の
様
式
に
所
要
の
事
項
を
加
え
ス
は
縦
書
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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